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(57)【要約】
　ハンドルを備えた手持ち式装置であって、該ハンドル
は、握り部と、接続部分と、を備え、該接続部分は、回
転軸の周りを該握り部分に対して回転し、該接続部分は
、任意のヘッドユニットを受容するのに適したドッキン
グ部分を形成し、該ドッキング部分は、該握り部分から
遠位の反対側に位置決めされ、握り部分及び接続部分は
、金属材料で構成されたロッドによって接続され、該ロ
ッドは、握り部分に非回転式に取り付けられた遠位端部
と、接続部分に非回転式に取り付けられた近位端部と、
を有し、回転軸は、該ロッドの中心縦軸を形成する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ．ハンドル（２００）を備え、前記ハンドルが、握り部分（２５０）と、接続部分（
２１０）と、を備え、前記接続部分が、回転軸（２８０）の周りを前記握り部分に対して
回転し、前記接続部分（２１０）が、任意の刃ユニット（１００）を受容するのに適した
ドッキング部分（２１８）を形成し、前記ドッキング部分（２１８）が、前記握り部分（
２５０）から遠位の反対側に位置決めされており、
　ｂ．前記握り部分及び前記接続部分が、金属材料で構成された単一ロッド（４００）に
よって接続され、前記ロッドが、前記握り部分（２５０）に非回転式に取り付けられた遠
位端部（４５０）と、前記接続部分（２１０）に非回転式に取り付けられた近位端部（４
１０）と、を有し、前記回転軸（２８０）が、前記ロッド（４８０）の中心縦軸を形成す
る、安全かみそり。
【請求項２】
　前記金属材料がステンレス鋼である、請求項１に記載の安全かみそり。
【請求項３】
　前記金属材料が、鋼、ステンレス鋼、Ｘ５ＣｒＮｉ１８　１０／Ｘ５ＣｒＮｉ１８　８
（１．４３０１）、Ｘ５ＣｒＮｉＭｏ１７　１３　３／Ｘ３ＣｒＮｉＭｏ１７　１３　３
（１．４４３６）、Ｘ５ＣｒＮｉＭｏ１７１　１２　２（１．４４０１）、Ｘ１ＮｉＣｒ
ＭｏＣｕＮ２５　２０　５（１．４５３９）、Ｘ７ＣｒＮｉＡｌ１７　７（１．４５６８
）、Ｘ６ＣｒＮｉＭｏＴｉ１７　１２　２（１．４５７１）、ＣｕＺｎ３７（ＣＷ５０８
Ｌ；２．０３２１）、ＣｕＺｎ３６（ＣＷ５０７Ｌ；２．０３３５）、ＣｕＳｎ６（ＣＷ
４５２Ｋ；２．１０２０）、ＣｕＢｅ　２（ＣＷ１０１Ｃ；２．１２４７）、ＮｉＭｏ１
６Ｃｒ１６Ｔｉ（２．，４６１０）、ＮｉＣｒ１５Ｆｅ７ＴｉＡＩ（２．４６６９）、Ｎ
ｉＣｒ２０Ｃｏ１８Ｔｉ（２．４６３２）、Ｄｕｒａｔｈｅｒｍ　ＣｏＮｉＣｒＦｅ、Ｖ
ＤＣオイルテンパー弁ばね（１．１２５０；ＥＮ　１０２７０－２）、ＶＤＣｒＶオイル
テンパー弁ばね（１．１２５０；ＥＮ　１０２７０－２）、ＶＤＳｉＣｒオイルテンパー
弁ばね（１．１２５０；ＥＮ　１０２７０－２）、及びこれらの複合体、又は積層体から
なる群から選択される、請求項１又は２に記載の安全かみそり。
【請求項４】
　前記ロッドが前記握り部分及び前記接続部分の少なくとも１つに恒久的に取り付けられ
ている、請求項１～３のいずれか一項に記載の安全かみそり。
【請求項５】
　恒久的に取り付けられていない前記ロッドの前記端部が前記握り部分及び前記接続部分
の他方に取り外し可能に取り付けられている、請求項１～４のいずれか一項に記載の安全
かみそり。
【請求項６】
　前記ロッドが、前記握り部分及び前記接続部分の両方に取り外し可能に取り付けられて
いる、請求項１～５のいずれか一項に記載の安全かみそり。
【請求項７】
　前記ロッドが更に高分子材料を含み、好ましくは、前記高分子材料は、アセタール、ポ
リアセタール、ポリオキシメチレン、ポリフェニレンスルフィド、ポリアミド、ポリブチ
レンテレフタレート、熱可塑性エラストマー、ポリウレタン、シリコーン、ニトリルゴム
、及びこれらの混合物からなる群から選択される、請求項１～６のいずれか一項に記載の
安全かみそり。
【請求項８】
　前記ロッドが、約０．０１ＧＰａ～約２００ＧＰａ、好ましくは約０．０１ＧＰａ～約
１０ＧＰａのヤング率を有する材料で構成される、請求項１～７のいずれか一項に記載の
安全かみそり。
【請求項９】
　前記接続部分をゼロ位置から１５°回転させると、約１５Ｎｍｍ～約４０Ｎｍｍのトル
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ク、好ましくは約２２Ｎｍｍ～約３５Ｎｍｍのトルクが生じる、請求項１～８のいずれか
一項に記載の安全かみそり。
【請求項１０】
　前記刃ユニットが、前記少なくとも１つの刃と実質的に平行な枢動軸（１８０）の周り
を前記接続部材に対して旋回する、請求項１～９のいずれか一項に記載の安全かみそり。
【請求項１１】
　前記刃ユニット（１００）が、ガード（１４０）と、キャップ（１５０）と、前記ガー
ドと前記キャップとの間に位置決めされた少なくとも１つの刃（１１０）と、前記少なく
とも１つの刃と実質的に垂直な方向に前記ガード及び前記キャップを通って延在する横中
心線（１８５）と、を備える、請求項１～１０のいずれか一項に記載の安全かみそり。
【請求項１２】
　前記回転軸（２８０）が、前記刃ユニットの前記枢動軸及び前記横中心線（１８５）の
少なくとも１つ、好ましくは前記横中心線と交差する、請求項１～１１のいずれか一項に
記載の安全かみそり。
【請求項１３】
　前記刃ユニットが約１５°の最大回転を有する、請求項１～１２のいずれか一項に記載
の安全かみそり。
【請求項１４】
　前記ロッドが、約０．１ｍｍ～約０．５ｍｍ、好ましくは約０．２ｍｍ～約０．４ｍｍ
、好ましくは約０．３０ｍｍ～約０．３５ｍｍの厚みを備える、請求項１～１３のいずれ
か一項に記載の安全かみそり。
【請求項１５】
　前記ロッドが、約２ｍｍ～約４．５ｍｍ、好ましくは約２．５ｍｍ～約４ｍｍ、好まし
くは約３ｍｍ～約３．８ｍｍの長さを有する、請求項１～１４のいずれか一項に記載の安
全かみそり。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　安全かみそりなどのいくつかの手持ち式装置は、手自体の主軸に対して略垂直な単一枢
動軸の周りを旋回運動するようにハンドルに接続されたヘッドユニット（刃ユニットなど
）を有する。また、単一枢動軸は、装置が安全かみそりの場合、刃（すなわち、刃先）と
実質的に平行でよい。安全かみそりの場合、単一軸の周りでの旋回運動は、剃毛の間に、
刃ユニットが容易に使用者の皮膚の輪郭に追従できるように、皮膚とのある程度の適合性
を提供する。従来の枢動軸は、通常、刃の刃先に対して平行して延在し、ハンドルが刃ユ
ニットに接続される枢軸構造体によって画定され得る。そのような安全かみそりは、長年
にわたって成功裡に市販されてきた。しかしながら、刃ユニットは、単一の軸のみを中心
として旋回できる可動性が限られているため、剃毛の間に肌から離脱することがしばしば
ある。
【０００２】
　この問題に対処するために、刃に対して実質的に垂直な別の軸を中心として更に旋回し
得る刃ユニットを安全かみそりに設けることが提案されてきた。そのような安全かみそり
は、剃毛の間に刃ユニットを顔の表面形状により順応させるものであるのは確かである。
【０００３】
　２つの軸を中心として旋回する刃ユニットを設けた安全かみそりは、刃ユニットが剃毛
の間に顔の表面形状により好適に追従するように支援するものであるが、剃毛の間に体の
すべての表面形状に追従するわけではない。安全かみそりに複数の軸を提供する様々な試
みには、米国特許第４，１５２，８２８号、同第５，０７０，６１４号、同第５，５２６
，５６８号、同第５，５３５，５１８号、同第５，５６０，１０６号、同第６，１１５，
９２４号、同第６，３１１，４００号、同第６，３８１，８５７号、同第６，６１５，４
９８号、同第６，９７３，７３０号、同第７，１４０，１１６号、同第５，５２６，５６
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８号、同第５，０３３，１５２号、及び米国特許出願公開第２００８　０３４５９１号、
同第２０１０　１０１３２２０号、同第２０１０　０３１３４２６号、同第２０１１　０
０３５９５０号が挙げられる。
【０００４】
　より最近では、国際公開第２０１１／１３１９４５号に、縦方向の体軸に対して実質的
に９０°である第１軸と、第１軸に対して実質的に９０°であり、縦方向の体軸に沿って
実質的に揃うか、平行である第２軸を備えたかみそりが記載されている。この参照文献で
は、付勢手段を有するかみそりが開示され、この付勢手段は、プラスチック、ゴム、又は
ばね鋼で作製され、径方向に位置決めされた、曲げた指の形状の弾性変形部材の対として
示される。かみそりのヘッド部分は、２本の指に力が加わるように本体に対して回転し、
それによって静止位置から変形させる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】米国特許第４，１５２，８２８号
【特許文献２】米国特許第５，０７０，６１４号
【特許文献３】米国特許第５，５２６，５６８号
【特許文献４】米国特許第５，５３５，５１８号
【特許文献５】米国特許第５，５６０，１０６号
【特許文献６】米国特許第６，１１５，９２４号
【特許文献７】米国特許第６，３１１，４００号
【特許文献８】米国特許第６，３８１，８５７号
【特許文献９】米国特許第６，６１５，４９８号
【特許文献１０】米国特許第６，９７３，７３０号
【特許文献１１】米国特許第７，１４０，１１６号
【特許文献１２】米国特許第５，５２６，５６８号
【特許文献１３】米国特許第５，０３３，１５２号
【特許文献１４】米国特許出願公開第２００８　０３４５９１号
【特許文献１５】米国特許出願公開第２０１０　１０１３２２０号
【特許文献１６】米国特許出願公開第２０１０　０３１３４２６号
【特許文献１７】米国特許出願公開第２０１１　００３５９５０号
【特許文献１８】国際公開第２０１１／１３１９４５号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　したがって、枢動軸の周りの旋回運動と回転軸の周りの回転運動が可能な、除毛装置と
して使用するのに適したヘッドユニットを有する手持ち式装置が必要である。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一様態は、ハンドルを備えた手持ち式装置に関するし、該ハンドルは、握り部
分と、接続部分と、を備え、該接続部分は、回転軸の周りを該握り部分に対して回転し、
該接続部分は、任意のヘッドユニットを受容するのに適したドッキング部分を形成し、該
ドッキング部分は、該握り部分から遠位の反対側に位置決めされ、握り部分及び接続部分
は、ロッドによって接続され、該ロッドは金属材料で構成され、該ロッドは、握り部分に
非回転式に取り付けられた遠位端部と、接続部分に非回転式に取り付けられた近位端部と
、を有し、回転軸は、該ロッドの中心縦軸を形成し、装置は、好ましくは安全かみそり、
又はその他のパーソナルケア、グルーミング、若しくは美容ケア装置であってよい。
【０００８】
　手持ち式装置はハンドルを備え、該ハンドルは、握り部分と、接続部分と、を備え、該
接続部分が、回転軸の周りを該握り部分に対して回転し、該接続部分が、任意のヘッドユ
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ニットを受容するのに適したドッキング部分を形成し、該ドッキング部分は、該握り部分
から遠位の反対側に位置決めされ、握り部分及び接続部分は、金属材料で構成されるロッ
ドによって接続され、該ロッドは、握り部分に非回転式に取り付けられた遠位端部と、接
続部分に非回転式に取り付けられた近位端部と、を有し、回転軸は、該ロッドの中心縦軸
を形成し、該ロッドは、該握り部分及び該接続部分の少なくとも１つに恒久的に取り付け
られ、恒久的に取り付けられていないロッドの端部は、該握り部分と該接続部分の他方に
取り外し可能に取り付けられ、該刃ユニットは約１０°～約３０°、又はより好ましくは
約１５°の最大回転を有する。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の少なくとも１つの実施形態による手持ち式装置の側面図である。
【図２】本発明の少なくとも１つの実施形態による別の手持ち式装置の側面図である。
【図３】ヘッドユニットが部分的に回転された状態の図２の手持ち式装置の側面図である
。これらの例示的図面における表面印の相対運動は、回転運動をより明らかに示すために
提供される。
【図４】本発明の少なくとも１つの実施形態による手持ち式装置の底面図である。この例
では、装置は、安全かみそりである。
【図５】図４に示された装置の平面図である。
【図６】本発明の少なくとも１つの実施形態による別の手持ち式装置の平面図である。
【図７】本発明による手持ち式装置の正面図である。
【図８】かみそりヘッドが後方に旋回された、図７の装置の正面図である。
【図９】かみそりヘッドが反時計回りに回転された、図７の装置の別の正面図である。
【図１０】かみそりヘッドが時計回りに回転された、図７の装置の別の正面図である。
【図１１】かみそりヘッドが後方に旋回され、かつ反時計回りに回転された、図７の装置
の別の正面図である。
【図１２】かみそりヘッドが後方に旋回され、かつ時計回りに回転された、図７の装置の
別の正面図である。
【図１３ａ】本発明の少なくとも１つの実施形態による様々なロッドの側面図である。
【図１３ｂ】本発明の少なくとも１つの実施形態による様々なロッドの側面図である。
【図１３ｃ】本発明の少なくとも１つの実施形態による様々なロッドの側面図である。
【図１４】本発明の少なくとも１つの実施形態による更に別のロッドの側面図である。
【図１５ａ】静止し、一端部が回転されたロッドの側面図である。
【図１５ｂ】静止し、一端部が回転されたロッドの側面図である。
【図１６ａ】静止し、一端部が回転されたロッドの側面図である。
【図１６ｂ】静止し、一端部が回転されたロッドの側面図である。
【図１７】本発明の少なくとも１つの実施形態による別のロッドである。
【図１８ａ】本発明の少なくとも１つの実施形態による指パッドの平面図である。
【図１８ｂ】表示線Ａ－Ａに沿って切断した図１８ａの指パッドの断面図である。
【図１９】指パッドの別の平面図である。
【図２０ａ】本発明の少なくとも１つの実施形態による別の指パッドの平面図である。
【図２０ｂ】表示線Ｂ－Ｂに沿って切断した図２０ａの指パッドの断面図である。
【図２１】湿潤環境（使用状況でのシュミレーション）において試験した様々な実施例の
かみそりについて、少しずつ静止位置まで回転させて戻したときのグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本発明は、握り部分と、接続部分、とを備えるハンドルを提供することによって除毛装
置として使用するのに適した、枢動軸の周りの旋回運動と回転軸の周りの回転運動が可能
なヘッドユニットを有する手持ち式装置の必要性に取り組むものであり、該接続部分は、
回転軸の周りを該握り部分に対して回転し、握り部分及び接続部分が、金属材料で構成さ
れるロッドによって接続され、該ロッドは、握り部分に非回転式に取り付けられた遠位端
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部と、接続部分に非回転式に取り付けられた近位端部と、を有し、回転軸は、該ロッドの
中心縦軸を形成し、該接続部分は、刃ユニットなどの任意のヘッドユニットを受容するの
に適したドッキング部分を形成し、該ドッキング部分は、該ロッド及び／又は該握り部分
から遠位の反対側に位置決めされる。一実施形態では、装置は１つのロッドのみ、又は、
編組状の、若しくは非編組状のロープの帯のような、又は被覆線若しくは、多層ケークの
ように多層に重ねられた、より大きい複合ロッドを形成するためにまとめて位置決めされ
た複数のより小さいロッドを含む。重要なことには、１つ以上の個別ロッドで形成される
中心ロッドを有すると、圧力が加えられる位置に装置が配置され、付勢されて元の静止位
置に戻されるときに、付勢抵抗の中心点をもたらして、一貫性のある安定した性能を発揮
すると考えらえる。理論によって拘束されるものではないが、異なる位置に位置決めされ
た複数の付勢部材を有することによって、様々な動作主体は、装置の旋回方向及び旋回方
法に応じて、異なる付勢圧力をもたらし得る付勢力を加えることができると理解される。
更に、１つの付勢部材が他より先に疲労し始める場合、装置部品の旋回方向に応じて一貫
性のない性能をもたらし得る。
【００１１】
　本明細書で定義されるとき、「非回転式に取り付けられた」とは、握り部分又は接続部
分のいずれか一方に取り付けられたロッドの端部が、取り付けられたハンドル部分と一緒
に回転することを意味する。すなわち、ロッドの近位端部が、接続部分に取り付けられ、
握り部分に対して接続部分と一緒に回転し、一方、ロッドの遠位端部が、握り部分に取り
付けられ、回転する接続部分に対して、握り部分と一緒に静止したままである。一端部を
他端部に対して相対的に回転させることによりロッドを捻じり、その捻じれはロッド本体
に沿って生じ得ることを当業者は理解するであろう。それにより、ロッドの一端部を他端
部に対して回転させることにより、握り部分又はハンドル部分が他端部に対して回転する
ことができる。更に、一実施形態では、ロッドの両端部は、同時に逆方向（時計回りと反
時計回りに）に回転することができ、あるいは同じ方向に回転することができるが、一端
部が他端部より早く回転することができ、それにより依然としてロッド本体に捻れが生じ
る。
【００１２】
　ロッドに使用される金属材料は、加えられた力を除去した後に元の静止位置に戻る方法
のために、特に重要である。この動作はロッドの応力緩和特性に組み込まれる。この応力
緩和特性は、以下により詳細に記載される。
【００１３】
　図１は、本発明の少なくとも１つの実施形態による手持ち式装置の側面図である。図１
は、ハンドル（２００）を示し、該ハンドルは、握り部分（２５０）と、接続部分（２１
０）と、を備え、該接続部分が、回転軸（２８０）の周りを該握り部分に対して回転し、
該接続部分（２１０）が、任意のヘッドユニット（１００）を受容するのに適したドッキ
ング部分（２１８）を形成し、該ドッキング部分（２１８）は、該握り部分（２５０）か
ら遠位の反対側に位置決めされ、握り部分と接続部分が、ロッド（４００）によって接続
され、該ロッドは、握り部分（２５０）に非回転式に取り付けられた遠位端部（４５０）
と、接続部分（２１０）に非回転式に取り付けられた近位端部（４１０）と、を有し、回
転軸（２８０）は、該ロッド（４８０）の中心縦軸を形成する。また、図１には、握り部
分の上側面に位置決めされた任意の指パッド（５２０）が示される。指パッドは、特に、
本装置により様々なタイプの回転と旋回が可能な場合に、ユーザの感触と制御を強化する
のに有利なことがある。一実施形態では、指パッドは、指パッドの圧点がロッドの少なく
とも一部分の上にあるように位置決めされる。指パッドの圧点は、ユーザの指が指パッド
を押したときに作り出す、印加圧力の中心領域である。圧点は、回転軸（２８０）の上に
あることが好ましい。指パッド及び／又はその圧点が、回転軸の真上にある限り、ユーザ
は依然として、使用中に所望の量の制御を有することができる。ロッドは、接続部分の近
くにあってもよく、又は握り部分の内側の近くにあってもよいので、指パッドの下になく
てもよい。
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【００１４】
　ヘッドユニット（１００）は、除毛装置が脱毛剤と共に使用されるか、又は皮膚剥脱に
使用される場合などには幅広い擦り面を有してもよく、装置が安全かみそりの場合などに
は刃ユニットを有してもよい。除毛ヘッドがかみそりカートリッジである場合、カートリ
ッジは多数の刃も含み得る。例えば、米国特許第７，１６８，１７３号は、Ｇｉｌｌｅｔ
ｔｅ　Ｃｏｍｐａｎｙから市販される、多数の刃を備えるかみそりカートリッジを含む、
Ｆｕｓｉｏｎ（登録商標）かみそりを一般的に説明する。更に、かみそりカートリッジは
ガード及び剃毛補助具を含み得る。様々なかみそりカートリッジが本発明に従って使用可
能である。フィン、ガード及び／又は剃毛補助具を備える、及びこれらを備えない好適な
かみそりカートリッジの非限定的な例としては、Ｆｕｓｉｏｎ（登録商標）、Ｖｅｎｕｓ
（登録商標）の製品ラインでＧｉｌｌｅｔｔｅ　Ｃｏｍｐａｎｙによって販売されるもの
、並びに米国特許第７，１９７，８２５号、同第６，４４９，８４９号、同第６，４４２
，８３９号、同第６，３０１，７８５号、同第６，２９８，５５８号、同第６，１６１，
２８８号、及び米国特許出願公開第２００８／０６０２０１号に開示されるものが挙げら
れる。
【００１５】
　図４に示されるように、ヘッドユニット（１００）が該刃ユニットの場合、その刃ユニ
ットは、ガード（１４０）、キャップ（１５０）、ガードとキャップとの間に位置決めさ
れた少なくとも１つの刃（１１０）、及びガード及びキャップを通る、少なくとも１つの
刃と実質的に垂直方向に延在する横中心線（１８５）を有する。本明細書で定義された「
実質的に垂直」とは、装置が静止位置にある（外力が装置のいずれの部分にも加えられな
い）ときに、第１線が第２線と交差する場合、その交差する線が、約８５°～約９０°、
又は約８８°～約９０°＋０．１°の角度をなすことを意味する。図８に示されるように
、横中心線は、刃ユニットを実質的に等しい右半分（１８４）と、左半分（１８２）と、
に分割する。
【００１６】
　刃ユニット（１００）は、少なくとも１つの刃（１１０）と実質的に平行に延在する枢
動軸（１８０）の周りを接続部分（２１０）に対して旋回する。ヘッドユニットが刃を有
しない場合、ヘッドユニットはなお、細長い擦り面若しくは縁、又はヘッドユニットの幅
を横切る少なくとも横方向寸法を有してもよい。本明細書で定義された「実質的に平行」
とは、装置が静止位置にある（外力が装置のいずれの部分にも加えられない）ときに、２
本の線が平面上にあるが、交差もせず出会いもしないことを意味する。当業者は、刃及び
／又はヘッドユニットが、少なくとも１つの刃に直線が描かれ、その線が枢動軸と平行な
場合に、実質的に平行手段などのわずかに湾曲した形状を有することができることを理解
するであろう。枢動軸は、刃の前でかつガード及びキャップに接線方向の平面の下にあっ
てもよい。他の旋回位置も可能である。刃ユニットは、旋回軸（１８０）の周りに最大約
４５°の旋回範囲を有してもよい。それよりも広い他の旋回範囲及びそれよりも狭い旋回
範囲が所望により用いられてもよい。
【００１７】
　一実施形態では、回転軸（２８０）は、刃ユニットの該枢動軸及び該横中心線（１８５
）の少なくとも一方と交差する。回転軸は、少なくとも横中心線と交差することが好まし
い。理論によって拘束されるものではないが、回転軸と横中心線とが交差することにより
、回転が生じるとき、ヘッドユニットは、左側で回転する部分と右側で回転する部分とが
等しくなるように、均一に回転することを確実にする。また、理論によって拘束されるも
のではないが、この交差によってヘッドユニットがハンドルと位置合わせされて、平衡が
とれた手持ち式装置が提供されると考えられる。この交差により、右半部（１８４）と左
半部（１８２）は、ハンドル（２００）の周りを一方の側から他方の側に等しく回転する
ことができる。接続部分（２１０）は、したがって刃ユニット（１００）は、回転軸（２
８０）の周りに最大約３０°、例えば一方向に約１５°と逆方向に約１５°の回転範囲を
有してもよい。一実施形態では、回転範囲が２０°など、３０°未満でよい。回転範囲は
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、これより大きくてもよい（例えば、最大９０°）。
【００１８】
　一実施形態では、回転軸（２８０）と枢動軸（１８０）は、互いに交差してもよい。あ
るいは、回転軸は、最も接近した測定距離で約１０ｍｍ未満、好ましくは約５ｍｍ未満の
距離だけ、枢動軸から離間していてもよい。回転軸（２８０）が枢動軸（１８０）に近い
ほど、ユーザは、使用中にヘッドユニット（１００）の動きをより適切に制御することが
でき、これは、特定のユーザにとっては刃ユニットの制御された旋回と回転が重要になり
得るような剃毛の状況で特に有用になり得る。
【００１９】
　「前方」及び「後方」という用語は、本明細書で使用するとき、刃ユニット（すなわち
、かみそりカートリッジ）の機構間の相対位置を画定する。少なくとも１つの刃の「前方
」の機構は、例えば、装置で処理される表面が少なくとも１つの刃と接触する前にその機
構に接触するように配置される。例えば、装置が、その意図された切断方向にストローク
される場合、ガードは刃の前方にある。刃の「後方」にある機構は、装置で処置される表
面が刃に遭遇した後で、その機構に遭遇するように位置決めされ、例えば、装置が、その
意図された切断方向にストロークされる場合、キャップは刃の後方に配置される。
【００２０】
　一実施形態では、ガードは、ユーザの皮膚を係合するように少なくとも１つの細長い可
撓性突出部を備える。一実施形態では、少なくとも１つの可撓性突出部は、該１つ以上の
細長い縁部に対して略平行の可撓性フィンを備える。別の実施形態では、該少なくとも１
つの可撓性突出部は、該１つ以上の細長い縁部に対して略平行ではない少なくとも１つの
部分を備える、可撓性フィンを備える。好適なガードの非限定的な例としては、現在のか
みそりの刃に使用されるものが挙げられ、米国特許第７，６０７，２３０号及び同第７，
０２４，７７６号（エラストマー性／可撓性フィンバーを開示）、同第２００８／００３
４５９０号（湾曲したガードフィンを開示）、同第２００９／００４９６９５（Ａ１）号
（上面と下面との間に延在する少なくとも１つの通路を形成するガードを有するエラスト
マー性ガードを開示）に開示されるものが挙げられる。
【００２１】
　一実施形態では、刃ユニットは、従来の剃毛補助具又は潤滑ストリップなどの少なくと
も１つの皮膚係合部材を含む。皮膚係合部材は、刃の前方及び／又は刃の後方に位置決め
されてもよい。本明細書での使用に適した既知の皮膚コンディショニング組成物の非限定
例には、米国特許第７，５８１，３１８号、同第７，０６９，６５８号、同第６，９４４
，９５２号、同第６，５９４，９０４号、同第６，３０２，７８５号、同第６，１８２，
３６５号、米国意匠特許第４２４，７４５号、米国特許第６，１８５，８２２号、同第６
，２９８，５５８号、及び同第５，１１３，５８５号、並びに米国特許出願公開第２００
９／０２２３０５７号に記載されたシェーブエイド及び潤滑ストリップが挙げられる。
【００２２】
　一実施形態では、皮膚係合部材は、浸食性の固体保湿組成物を形成する少なくとも１つ
の皮膚軟化剤及び非水溶性構造化ポリマーを含む皮膚コンディショニング組成物を含む。
このような組成物の例は、同時係属中の米国特許出願公開第２０１１／０１９７４４８号
、及び同第２０１１／０１９７４４９号（いずれもＳｔｅｐｈｅｎｓら）に記載される浸
食性の固体保湿組成物として記載される。一実施形態では、米国特許出願公開第２０１２
／００９０１７９号に記載されるように、皮膚係合部材は刃の周りに連続的又は部分的な
環を形成し得る。理論によって拘束されるものではないが、これは、特に、本装置で可能
な様々な運動及び回転の全体にわたっても均一に処置されるように、モイスチャライザ及
び／又は潤滑剤などの任意の皮膚コンディショニング組成物を表面に配置できるようにす
るのを確実にするために有用なことがある。
【００２３】
　図２は、本発明の少なくとも１つの実施形態による別の手持ち式装置の側面図である。
この実施形態は、枢動軸（１８０）に周りのヘッドユニットの旋回動作を説明するために
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、図１に示されたものと類似のヘッドユニットを有する。この図では、ヘッドユニットは
、キャップを有する部分がハンドルの方に旋回し、ガードを有する部分がハンドルから離
れるように旋回するように旋回する。また、この図には、ハンドルの握りユニットの上側
面に位置決めされた指パッド（５２０）が示される。この実施形態では、接続部分（２１
０）には、（図１に示されるように）握り部分（２５０）の内側にある領域がない。別の
実施形態では、握り部分の一部分が、接続部分内に突出してもよく、ロッドは、握り部分
の最も遠くに達する部分より先に位置決めされてもよい。図２では、接続部分と握り部分
は、面接続部を形成する。ロッド（４００）が、各部分内に延在し、その部分が他方に対
して回転することを可能にする。
【００２４】
　図２には、接続部分（２１０）と握り部分（２５０）との接続の一部分を覆うために使
用することができるキャップ部材（５４０）が示される。一実施形態では、キャップ部材
は、円形又は楕円形を有する。キャップ部材は、回転軸（２８０）の周りを接続部分（２
１０）と一緒に回転することが好ましい。一実施形態では、キャップ部材は、回転軸と重
なることができる中心軸を有し、その結果、接続部分の回転中に、キャップ部材は動かず
に単に回転する。図３は、ヘッドユニットが部分的に回転された状態の図２の手持ち式装
置の側面図である。これらの例示的な図では、回転運動をよりはっきりと示すために、視
点から下方向の回転における表面印（太陽として示された）とキャップ部材の相対運動が
提供される。回転を示す矢印も示した。本明細書で示されたように、接続部分（２１０）
は、ヘッドユニットを受容するドッキング部分（２１８）を形成する。
【００２５】
　図４は、本発明の少なくとも１つの実施形態による手持ち式装置の底面図である。この
例では、装置は、３つの刃（１１０）と該刃の後方に位置決めされた剃毛補助具（１２０
）とを備える刃ユニットを備えた安全かみそりである。更に、キャップ（１５０）が、剃
毛補助具の後方にあり、ガード（１４０）が、刃の前方にある。図５は、図４に示された
装置の平面図である。
【００２６】
　図６は、本発明の少なくとも１つの実施形態による別の手持ち式装置の平面図である。
図６は、キャップ部材（５４０）及び指パッド（５２０）を示す。
【００２７】
　図７～図１２は、本発明による安全かみそりの正面図である。図７は、静止位置にあり
、刃ユニット（１００）は、旋回も回転もされていない。ロッド（図示せず）の中心縦軸
は、回転軸（図示せず）と重なる。図８は、同じであるが、刃ユニットのキャップがハン
ドル（２５０）に近づくように旋回されたかみそりを示す。また、図８では、刃ユニット
を左半分（１８２）及び右半分（１８４）へと実質的に均等に区切る横中心線が示される
。図９及び図１０は、刃ユニットは旋回しないが、接続部分が反対時計回りに回転し、刃
ユニットが時計回りに回転することを示す。図１１は、旋回による反時計回りの回転を示
す。図１２は、旋回による時計回り回転を示す。
【００２８】
　一実施形態では、ヘッドユニットは、静止位置から約５°～約９０°、好ましくは約１
０°～約３０°、好ましくは約１５°、±１°の最大回転を有する。理論によって拘束さ
れるものではないが、約１５°の最大回転は、特に、かみそりの実施に望ましいと考えら
れる。
【００２９】
　ロッド
　図１３～図１４は、本発明による使用に適したロッドの様々な種類を示す。遠位端部（
４５０）と近位端部（４１０）との間にロッド本体（４６０）がある。端部及びロッド本
体の種々の形状を使用することができる。図１３ａと図１３ｂのロッドは、それぞれ矩形
断面領域又は丸み断面領域を有する振動波パターンを有する。図１３ｂのロッドは、ばね
に似ている。図１４のロッドの本体（４６０）は、円筒状である。
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【００３０】
　前述し図に示されるように、手持ち式装置の回転軸の少なくとも一部分が、前記ロッド
の中心縦軸を形成する。装置の接続部分が、握り部分に対して回転するとき、回転は、ロ
ッドの回転軸と中心縦軸の周りに起こる。実際に、ロッドは脊柱になり、ロッドの周りを
、接続部分と任意のヘッドユニットが、握り部分に対して時計回り又は反時計回りの向き
に回転することができる。ロッドの可撓性及び捻回性は、軸転運動を可能にするが、装置
を静止向きに戻す付勢力を作り出す。重要なことには、手持ち式装置が、湿式又は乾式の
電動又は手動剃毛かみそりであるとき、及びヘッドが使い捨て又は交換式であるときなど
の様々な用途に、静止位置から測定されたとき約０°～約４５°、好ましくは約０°～約
３０°、最も好ましくは約０°～約１５°の回転範囲が適切であることが分かった。一実
施形態では、該接続部分をゼロ位置から１５°回転させると、約１５Ｎｍｍ～約４０Ｎｍ
ｍ±０．１Ｎｍｍのトルク、好ましくは約２２Ｎｍｍ～約３５Ｎｍｍ±０．１Ｎｍｍのト
ルクが生じる。理論によって拘束されるものではないが、これにより、使用中に所望の範
囲の捻れ抵抗が提供され、その結果、ユーザは、ヘッドと接続部分を静止した０°の向き
に押し戻す復帰力を感じることができると考えられる。当業者は、ユーザの好みによりこ
れより大きいか又は小さい捻れ抵抗を望むことができることを理解するであろう。
【００３１】
　これらの例示的な図では、端部は方形であり、したがって端部を接続部分と握り部分の
受容領域に入れることができ、それにより端部がそれに非回転式に取り付けられる。接続
部分と握り部分が互いに対して回転するとき、本体部分（４６０）が捻れる。一実施形態
では、端部は、方形又は矩形などの同じ形状を有する。別の実施形態では、端部は、前記
接続部分又は前記握り部分の一方に非回転式に取り付け可能である限り、異なる形状を有
する。別の実施形態では、端部の一方又は両方が、ロッド本体の一部分と同じ断面形状を
有する。例えば、ロッド全体は、円筒又は細長い長方形などの同じ断面形状を有する。
【００３２】
　一実施形態では、端部の一方又は両方を、ハンドルのそれぞれの部分内の受容スペース
に収めることによってハンドルの一部分に非回転式に取り付けることができる。別の実施
形態では、受容スペースは、更に、端部内の空所に嵌ることができるピンなどの、端部内
の空所に嵌る突出部を形成してもよく、その逆でもよく、その場合、突出部が、端部に形
成され、ハンドルの一部分の受容領域内の空所に嵌る。
【００３３】
　一実施形態では、ロッドは、該握り部分と該接続部分の少なくとも一方に恒久的に取り
付けられる。ロッドが、該握り部分と該接続部分の一方に恒久的に取り付けられる場合、
ロッドは、該それぞれの握り部分又は該接続部分と一体形成されてもよい。「一体形成さ
れた」とは、本明細書で使用されるとき、２つの構造物が、同じ単一工程又は複数工程の
作成プロセスの一部として一緒に形成されることを意味し、これは、構造物が一緒に又は
マルチショットモールド成形で成形される場合、又は２つの構造物が別々に形成され、次
に互いに恒久的に固定さられた後で装置の他の任意の部分と組み立てられる場合などであ
る。
【００３４】
　一実施形態では、一体形成されたハンドルのロッドとそれぞれの部分は、接着剤、ヒー
トシール、又は超音波溶接を含むがこれらに限定されない、２つの構造物を取り付けるた
めの任意の既知の方法によって固定される。一実施形態では、非回転式に取り付けられた
ハンドルのロッドとそれぞれの部分は、前述の方法のうちの１つによって恒久的に固定さ
れるが、構造物は一体形されなくてもよい（すなわち、取り付けは、装置の他の構造物が
予め組み立てられた後で行われてもよい）。恒久的な取り付けは、前述のように一体形成
によるものでもよい。
【００３５】
　一実施形態では、ロッドの両端部は、ハンドルのそれぞれの部分に恒久的に取り付けら
れてもよい。端部の一方だけが、それぞれのハンドル部分と一体形成されることが好まし
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い。この例では、ロッドを接続部分と一体形成することが有用なことがあるが、ロッドは
、握り部分とも一体形成されてもよい。
【００３６】
　一実施形態では、ロッドの一方の端部だけが、ハンドルのそれぞれの部分に恒久的に取
り付けられる。恒久的に取り付けられないロッドの端部は、前記握り部分と前記接続部分
の他方に取り外し可能に取り付けられてもよい。「取り外し可能に取り付けられた」とは
、取り付けが、端部がハンドルの一部分の受容領域内に留まるか若しくは受容領域上に引
っ掛かる金具などの構造的取り付け具、又は前述の突出部／空所若しくは雄形／雌型嵌合
システムによるものでよいことを意味する。一実施形態では、遠位端部は、握り部分に恒
久的に取り付けられ、近位端部は、接続部分に取り外し可能に取り付けられる。また、遠
位端部が取り外し可能に取り付けられ、近位端部が恒久的に取り付けられる逆も可能であ
る。別の実施形態では、ロッドは、前記握り部分と前記接続部分の両方に取り外し可能に
取り付けられる。
【００３７】
　本発明のロッドは金属材料で構成される。具体的には、金属材料を使用することは、プ
ラスチック、又は高分子材料だけで作製されたロッドよりも優れていることが判明してい
る。プラスチック特有の問題の１つは、応力緩和及びクリープである。応力緩和とは、ば
ね、又は他の構造が、力を加えられて変形し、次いで、その加えられた力が除去された後
に元の状態に戻る能力である。力が加えられている時間及び環境条件（様々な圧力及び温
度）に応じて、異なる材料で形成されたばねは、異なる応力緩和特性を有することになる
。本発明の金属は、プラスチック製ロッドよりも良好に元の静止位置に戻る。
【００３８】
　材料のクリープ、又は長期的変形は、プラスチック材料に関して直面してきた別の問題
である。この問題は、高温環境、又は湿潤環境で剃毛する場合などある一定の使用条件に
おいて悪化することがある。具体的には、ユーザによっては、剃毛プロセス中にかみそり
を熱いお湯にさらしてから冷水にさらす傾向にあるだろう。急速冷却によって、ロッドが
少しずつ新しい形状と配向を有することになるため、これらの環境温度の急激な変化はク
リープの問題を悪化させると考えられる。更に、理論によって拘束されるものではないが
、プラスチックは典型的には、長時間にわたって加えられる歪みに対して低い抵抗力を有
する。少しずつ恒久的な変形を形成し、負荷が除去されても材料は元の状態に戻らない。
【００３９】
　金属、特に本発明の金属は、材料のクリープ及びかかる変形の影響を受けにくいと考え
られる。金属材料は、そのバルク特性、より高い降伏強さ、及び焼戻しによる弾性限度向
上能力のため、より良好なばねであると考えられる。これらの材料特性により、たわみが
塑性となる限界を超えることなく、金属ばねにより高い応力をかけることができる。
【００４０】
　ロッドが１つ以上の金属材料で構成される一実施形態では、ロッドの回転範囲を限定す
ることが有利になることもある。クリープに対して望ましい応力緩和と回復力を提供し得
る特定の金属は、回転変形の限定範囲をより大きくすることがある。したがって、本発明
の一実施形態は回転範囲を、約０°～約１５°の時計回り、又は反対時計回りに限定する
。これは、金属で構成されるロッドが静止位置に正確に戻り、示された製品寿命を潜在的
には約３年から約５年に、又は更に長くするために有用であると考えられる。
【００４１】
　一実施形態では、金属材料は焼戻しされ、付勢部材として機能するように強度及び能力
を向上させる。一実施形態では、金属は、最小で１／４硬質の鋼、又はステンレス鋼から
、最大で完全に硬質の鋼、又はステンレス鋼（好ましくは３／４硬質）を有する。他の実
施形態では、ロッドは約０．１ｍｍ～約０．５ｍｍ、好ましくは約０．２ｍｍ～約０．４
ｍｍ、好ましくは約０．３０ｍｍ～約０．３５ｍｍの特定の厚みを備えるように選別され
る。厚みの許容範囲は、±０．０１ｍｍでよい。０．０１ｍｍを超える許容範囲はロッド
のばね、又は付勢特性に好ましくない変化をもたらし得ると考えられる。厚みは、該ロッ
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ドの中心縦軸に対して垂直である、最長横寸法として測定される。一実施形態では、ロッ
ドは約２ｍｍ～約４．５ｍｍの長さ（中心縦軸に沿ったロッドの最長縦寸法）、好ましく
は約２．５ｍｍ～約４ｍｍの長さ、好ましくは約３ｍｍ～約３．８ｍｍの長さを有する。
【００４２】
　好適な金属材料の非限定例には、鋼、ステンレス鋼、Ｘ５ＣｒＮｉ１８　１０／Ｘ５Ｃ
ｒＮｉ１８　８（１．４３０１）、Ｘ５ＣｒＮｉＭｏ１７　１３　３／Ｘ３ＣｒＮｉＭｏ
１７　１３　３（１．４４３６）、Ｘ５ＣｒＮｉＭｏ１７１　１２　２（１．４４０１）
、Ｘ１ＮｉＣｒＭｏＣｕＮ２５　２０　５（１．４５３９）、Ｘ７ＣｒＮｉＡｌ１７　７
（１．４５６８）、Ｘ６ＣｒＮｉＭｏＴｉ１７　１２　２（１．４５７１）、ＣｕＺｎ３
７（ＣＷ５０８Ｌ；２．０３２１）、ＣｕＺｎ３６（ＣＷ５０７Ｌ；２．０３３５）、Ｃ
ｕＳｎ６（ＣＷ４５２Ｋ；２．１０２０）、ＣｕＢｅ　２（ＣＷ１０１Ｃ；２．１２４７
）、ＮｉＭｏ１６Ｃｒ１６Ｔｉ（２．，４６１０）、ＮｉＣｒ１５Ｆｅ７ＴｉＡＩ（２．
４６６９）、ＮｉＣｒ２０Ｃｏ１８Ｔｉ（２．４６３２）、Ｄｕｒａｔｈｅｒｍ　ＣｏＮ
ｉＣｒＦｅ、ＶＤＣオイルテンパー弁ばね（１．１２５０；ＥＮ　１０２７０－２）、Ｖ
ＤＣｒＶオイルテンパー弁ばね（１．１２５０；ＥＮ　１０２７０－２）、ＶＤＳｉＣｒ
オイルテンパー弁ばね（１．１２５０；ＥＮ　１０２７０－２）、及びこれらの複合体又
は積層体のうち１つ以上が挙げられる。当業者は、異なる形状の金属があることを理解す
るであろう。丸括弧の中の数字又は記号は、その金属に対する別の国際記号である。最後
の３つのＶＤＣオイルテンパー材料は異なる材料であり、当業者に違いを説明するＥＮ基
準が示される。
【００４３】
　金属はまた、錆などの劣化に対する回復力を高めるために、亜鉛めっき、ないしは別の
方法でコーティング、又は処理を施してよい。
【００４４】
　一実施形態では、ロッドは約０．３０ｍｍの厚さと約３．８ｍｍの長さを有する、３／
４硬質の３０１ステンレス鋼の単一金属材料で構成される。別の実施形態では、ロッドは
約０．３５ｍｍの厚さと約３．０ｍｍの長さを有する、３／４硬質の３０１ステンレス鋼
の単一金属材料で構成される。
【００４５】
　一実施形態では、本明細書で定義された金属で構成されるロッドを備える装置は、米国
特許出願第１３／４４４８８６号（Ｄｏｎｇ　Ｆａｎｇら、２０１２年４月１２日出願）
の表題「ＨＡＮＤ　ＨＥＬＤ　ＤＥＶＩＣＥ　ＨＡＶＩＮＧ　Ａ　ＲＯＴＡＴＩＯＮＡＬ
　ＡＸＩＳ」に定義されているＳｔａｔｉｃ　Ｓｔｉｆｆｎｅｓｓ　Ｍｅｔｈｏｄにより
測定された、約１．２５Ｎ＊ｍｍ／度～約１．６５Ｎ＊ｍｍ／度の範囲の静剛性を提供す
る。別の実施形態では、ハンドルは米国特許出願第１３／４４４８８６号（Ｄｏｎｇ　Ｆ
ａｎｇら、２０１２年４月１２日出願）の表題「ＨＡＮＤ　ＨＥＬＤ　ＤＥＶＩＣＥ　Ｈ
ＡＶＩＮＧ　Ａ　ＲＯＴＡＴＩＯＮＡＬ　ＡＸＩＳ」に定義されているＰｅｎｄｕｌｕｍ
　Ｔｅｓｔ　Ｍｅｔｈｏｄにより測定された、約０．１３Ｎ＊ｍｍ＊秒／度から約０．１
６Ｎ＊ｍｍ＊秒／度の範囲の制動と、約０．０５Ｋｇ＊ｍｍ＾２～約１Ｋｇ＊ｍｍ＾２の
可動ハンドル部分の主要慣性運動量を有する。別の実施形態では、ハンドルは更に、０．
５Ｋｇ＊ｍｍ＾２～３Ｋｇ＊ｍｍ＾２、好ましくは約１Ｋｇ＊ｍｍ＾２～約２Ｋｇ＊ｍｍ
＾２、最も好ましくは約１．２Ｋｇ＊ｍｍ＾２の範囲ですべての可動部分の主要慣性運動
を有する。ハンドルは、ヘッドユニットの回転軸から旋回軸までの最短距離が、約０ｍｍ
～約１０ｍｍの範囲である寸法であってよい。
【００４６】
　一実施形態では、ロッドは更に、高分子材料で構成される。柔軟で、使用中に生じ得る
捩り応力に壊れることなく耐えることができる、手持ち式装置に使用するのに適した任意
の高分子材料を使用することができる。一実施形態では、高分子材料は、アセタール、ポ
リアセタール、ポリオキシメチレン、ポリフェニレンサルファイド、ポリアミド、ポリブ
チレンテレフタレート、熱可塑性エラストマー、ポリウレタン、シリコーン、ニトリルゴ
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ム、及びこれらの混合物からなる群から選択される。本発明の一実施形態では、高分子材
料は、ＤｕＰｏｎｔ（登録商標）からＤｅｌｒｉｎ　ＤＥ９４２２として市販されている
ポリオキシメチレンを含む。
【００４７】
　一実施形態では、ロッドは、第１層と、第２層と、を含む。層は、中心コア、及び中心
コアの外側に積層されたシースの形態でよい。図１４は、第１層（４６２）が第２層（４
６６）に積層された例を示す。別の実施形態では、ロッドを形成する２枚のシートとして
層を互いに積層するだけでよい。一実施形態では、第１層及び第２層は、同じ材料で作成
されず、例えば、第１層は鋼でよく、第２層は高分子材料でよい。異なる種類の金属材料
も使用されて、異なる層を形成してよい。別の実施形態では、ロッドは、単一材料のみか
ら形成される。
【００４８】
　一実施形態では、ロッドの一部分を形成する材料は、約０．０１ＧＰａ～約２００ＧＰ
ａ、好ましくは約０．０１ＧＰａ～約１０ＧＰａのヤング率を有する。理論によって拘束
されるものではないが、そのようなヤング率を有する材料の使用は、本発明の装置で使用
するのに望ましい弾性特性を有すると考えられる。当業者は、ヤング率が固有の性質であ
ると理解するであろう。使用される材料の特定のタイプにより、材料の形状及び量を修正
して、所望の回転抵抗を提供することできる。
【００４９】
　図１５ａ及び図１５ｂは、表面マーキング線（４６２）を有する円筒状ロッド又は少な
くとも１つのロッド本体の外面図を示す。図１５ａのロッドは、静止しており、図１５ｂ
のロッドは、部分的に回転されている。図１５ｂでは、遠位端部（４５０）が少なくとも
部分的に回転され、近位端部が保持されたままのとき、表面マーキング線（４６２）は、
ロッドの捻れ変形を示す。近位端部と遠位端部が、ロッド本体の残りの部分と同じ形状を
有するように示されているが、端部が、異なる形状を有してもよいことを当業者は理解す
るであろう。
【００５０】
　図１６ａ及び図１６ｂは、本発明の少なくとも１つの実施形態による別のロッドを示し
、遠位端部（４５０）が静止し回転しないままロッド本体が捻れるように、近位端部（４
１０）が９０°回転される。この実施形態に示されるように、ロッドの厚さ又は幅に関し
て言えば比較的薄くてもよいが、ロッドが概ね細い（thing）矩形形状を有するように長
くてもよい。一実施形態では、Ｔｒｉｄｅｎｔ（登録商標）のガムの積層スティックのよ
うに、複数の層が積層体を形成できるように、ロッド本体が本体の幅に沿って重ねられて
よい。別の実施形態では、ロッド本体は多層ケークのようにロッド本体の高さに沿って重
ねられてよい。
【００５１】
　図１７は、本発明の少なくとも１つの実施形態による別のロッドである。この実施形態
のロッド本体は、ロッド本体の長さ全体にわたって形成された１つ又は複数の開口を有す
ることができる。更に、ロッド本体自体は、側面から見たときに目視平面の中及び外の振
動波を形成することができる。したがって、一実施形態では、ロッド本体は、波形にされ
かつ／又は１つ又は複数の開口を形成することができる。
【００５２】
　指パッド
　図１８ａは、本発明の少なくとも１つの実施形態による指パッド（５２０）の平面図で
ある。指パッド（５２０）は、隆起した側壁（５２２）を有する楕円形の内部領域（５２
６）を有する。図１８ｂは、図１８ａの表示線Ａ－Ａに沿った指パッドの断面図である。
内部領域（５２６）は、凹状であり、したがって、隆起側壁（５２２）より低い位置にあ
り、その結果、指を指パッドに置くユーザが、指パッドの真ん中まで押し付け、また隆起
側壁（５２２）の前部又は側部に対して横方向の圧力を印加することができる。これは、
特に、本発明の装置がヘッドの旋回と回転を可能にするので有用になり得る。理論によっ
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て拘束されるものではないが、指パッドは、ヘッドユニットが係合される表面全体に追従
するので、制御性を高めると考えられる。例えば、装置が安全かみそりの場合、指パッド
は、ユーザが旋回及び／又は回転により刃ユニットを輪郭に追従させながら制御を維持す
ることを可能にする。
【００５３】
　図１９は、指パッドの別の平面図である。一実施形態では、指パッドをテクスチャ化し
て指に対する牽引力を高めることができる。直線的な又は網目状の配向のえくぼ形状、ミ
シン目、又は隆起などの、任意の適切なテクスチャを使用することができる。
【００５４】
　図２０ａは、本発明の少なくとも１つの実施形態による別の指パッド（５２０）の平面
図である。この指パッドは、方形又は矩形形状を有する。三角形などの他の形状を使用す
ることもできる。図２０ｂは、図２０ａの指パッドの表示線Ｂ－Ｂに沿った側面図である
。この実施形態はまた、隆起した側壁を有する凹状内部領域を有することができる。
【００５５】
　装置を図６と類似の平面から見たとき、指パッドがロッドの一部分の上に乗るように配
置されてもよい。指パッドは、ロッドの上に配置されなくてもよいが、指パッドは、回転
軸と平行な中心軸を有するべきであり、また図６に示されるように装置を上面から見たと
きに、該回転軸の上に位置決めされる。
【００５６】
　一実施形態では、装置は、接続部分と握り部分の一方又は両方に形成された窓を備える
。一実施形態では、指パッドは、窓を形成するように透明でも透過的でもよい。別の実施
形態では、装置は、指パッドと別個の窓とを備える。一実施形態では、ロッド本体などの
該ロッドの一部分、又は該ロッドのすべてが、該握り部分、該接続部材、又はこれらの組
み合わせで構成された窓を介して露出されてもよい。
【００５７】
　応力緩和
　図２１は、金属ロッド（３／４硬質のステンレス鋼で作製）に対してプラスチックロッ
ド（Ｎｏｒｙｌ　６１２０で構成）を有する同一のかみそり（ハンドルにかみそりカート
リッジを備える）を比較した応力緩和試験の結果である。ロッドは同じ寸法だが、その組
成だけが異なる。図２１のグラフは、装置が湿っている使用シミュレーション環境で試験
したかみそりのデータを捉えたものである。
【００５８】
　試験手順－サンプルの準備が整ったら固定具に設置し、４時間、２４時間、４８時間、
及び７２時間の異なる時間で、約１５°の回転位置で保持した。固定具から取り外し、解
放直後（０分）、次いで５分、２０分、６０分、及び４８０分の時点で緩和（カートリッ
ジを元の静止位置に押しとどめる、接続部分に付勢するロッドの能力）を測定した。
【００５９】
　理論によって拘束されるものではないが、金属ロッドは様々な応力条件でも元の位置に
戻る能力を向上させていると考えられる。このことは、１）金属ロッドの初期測定値が元
の静止位置に概ね近いこと、及び、２）曲線勾配の違いで証明されると考えられる。Ｎｏ
ｒｙｌ　６１２０のサンプルは実線の曲線で示され、金属サンプルは破線の曲線で示され
る。金属ロッドの曲線勾配はプラスチックロッドの曲線より概ね平らであり、金属が、好
ましい跳ね返り／応力緩和を示唆する。本質的には、金属ばねを備えた製品は、測定値の
変動性を考慮しつつ、元の位置戻った。
【００６０】
　本明細書の全体を通じて与えられるすべての最大の数値限定は、それよりも小さい数値
限定を、そうしたより小さい数値限定があたかも本明細書に明確に記載されているものと
同様にして包含するものと理解すべきである。本明細書の全体を通じて与えられるすべて
の最小の数値限定は、それよりも大きいすべての数値限定を、そうしたより大きい数値限
定が恰も本明細書に明確に記載されているものと同様にして包含するものである。本明細
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書の全体を通じて与えられるすべての数値範囲は、そうしたより広い数値範囲に含まれる
すべてのより狭い数値範囲を、そうしたより狭い数値範囲のすべてが恰も本明細書に明確
に記載されているものと同様にして包含するものである。
【００６１】
　特に指定がない限り、本明細書の明細、実施例、及び請求の範囲におけるすべての部、
比、及び百分率は重量基準であり、すべての数値限定は、当該技術分野により提供される
通常の程度の精度で使用される。
【００６２】
　本明細書に開示した寸法及び値は、記載された正確な数値に厳密に限定されるものと理
解されるべきではない。むしろ、特に断らないかぎり、そのような寸法のそれぞれは、記
載された値及びその値の周辺の機能的に同等の範囲の両方を意味するものとする。例えば
、「４０ｍｍ」として開示された寸法は、「約４０ｍｍ」を意味することを意図する。全
ての測定は、特に指定しない限り、２５℃で行われる。
【００６３】
　「発明を実施するための最良の形態」において引用するすべての文献は、その関連部分
において参照として本明細書に組み込まれるものであるが、いずれの文献の引用も、こう
した引用が本発明の先行技術であることを容認するものとして解釈すべきではない。この
文書における用語のいずれかの意味又は定義が、参照によって組み込まれる文書における
意味又は定義と対立する限りにおいて、本文書においてその用語に与えられた意味又は定
義を優先するものとする。特に指定のない限り、前置詞の「ａ」、「ａｎ」、及び「ｔｈ
ｅ」は「１つ以上」を意味する。
【００６４】
　本発明の特定の実施形態が例示され記載されてきたが、本発明の趣旨及び範囲から逸脱
することなく他の様々な変更及び修正を実施できることが、当業者には自明であろう。し
たがって、本発明の範囲内にあるそのようなすべての変更及び修正を添付の特許請求の範
囲で扱うものとする。
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